
たつの市ヒガシマル醤油工場見学と龍野城下町散策 

旅程とスケジュール：２０１８年６月２２日（金）８：００垂水駅西口集合 

 ８：０９ ＪＲ西明石行きに乗車➡８：２６ 明石発新快速に乗換、姫路駅へ 

 ９：０８ 姫新線に乗換➡ 本竜野駅下車  

 １０：００～１１：３０ヒガシマル醤油第一工場見学、以後龍野公園まで徒歩で移動、昼食後 

 龍野城下町を散策、１５：３０本龍野発 姫新線姫路経由、ＪＲ垂水駅で解散。 

見学の見どころ：揖保川沿いの「播磨の小京都」と言われる脇坂藩五万三千石の城下町を訪ねる。 

午前中はヒガシマル醤油工場を見学し、昼食に龍野の名産「揖保の糸」そうめんを堪能し、龍野城・武

家屋敷等城下町を散策。 

 

 

 

 

 

 

 

新しくなった姫新線の本竜野駅 提供：google より 

 

播州平野を横切る揖保川 提供：ヒガシマル醤油工場のホームページより 

サイトマップは提供：ヒガシマル醤油工場のホームページよ

り 

https://www.google.com/url?sa=i&rct=j&q=&esrc=s&source=images&cd=&cad=rja&uact=8&ved=2ahUKEwjEvtC1xr_gAhXXdd4KHS1ZA3sQjRx6BAgBEAU&url=https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%9C%AC%E7%AB%9C%E9%87%8E%E9%A7%85&psig=AOvVaw1OoTMxu0WVkNJJjd6xj-Ns&ust=1550382331965724


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

目標となる、第一工場の煙突写真 

垂水マスターズクラブのメンバー総勢１８名での

工場見学でした。今回は工場内の撮影は禁止と 

なっておりましたので集合写真がメインです。 

紹介の写真等は、当社のホームページや閲覧 

google などからの提供です。 

 

 

揖保川沿いのヒガシマル醤油工場の外観  

提供：google より 

 

目標となるヒガシマル醤油工場の煙突 提供：google より 

 

 

ヒガシマル醤油の前身は、浅井醤油。起こりは、明治維新 

藩からの払い下げをきっかけに、直営の醤油醸造所の 

「物産蔵」が(東蔵)と呼ばれていたことが由来であったとの 

ことです。 

またトレードマークは、「社運が旭日昇天の勢いなかれし」の 

ねがいを込めての発想だそうです。 

(紹介：ヒガシマル醤油ホームページより) 
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ヒガシマル醤油工場見学の後に、近くの龍野

動物公園にある「そうめん」どころへ移動、 

「揖保乃糸そうめん」昼食を堪能しました。 

梅雨の中日とあって、さっぱりとしたそうめ

んでした。不思議ですね「そうめん」はたんぱ

くな味わいでも、ツルとしながらも麺つゆに

混ぜた「薬味」を絡ませて、何ともおいしくい

ただけるのですね。ビールとの相性もＯＫ。 

勿論土産に GET でした。 

提供：揖保乃糸 美味しいそうめんたべられるお店より 

播州地区でのそうめんの生産の歴史は古く、少し紹介しますと、古文書（１４６１年）の記録に、

班鳩寺（揖保郡太子町）の社殿造営の祝言に”サウメン“を使う等の記録が見られるそうです。 

ですから、この地では約６００年も前からそうめんが食べられていたようです。 

また、播州でそうめんが本格的に作られ始めたのは、江戸時代に龍野藩の「許可業種」と定められ

（１７７１年～１７８０年）、伝統の「揖保乃糸」は龍野藩による著名な産物の保護育成を率先して

進めた（１８０４年～１８１８年）からと考えられているそうです。 

 

 

提供：播州手延べそうめん「揖保乃糸 」より 

提供：手延べそうめん 揖保乃糸より 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

龍野城資料館をおとずれました。 

旧脇坂屋敷を訪れてみました。静かな落ち着いた小

京都城下町「龍野」のシンボルイメージを作り上げ

ている古き佇まいが眺められます。訪れてみて、 

白亜の白壁なども心のふるさと龍野の象徴と感じ

ました。 

たつの市は、兵庫県南西部の播磨地方に位置しています。「播磨の小京都」呼ばれるのは、今も武家屋敷、

寺院などが点在し、城下町の面影をとどめているからなのです。もう一つ忘れてはならないのが、日本

で最も愛唱されている童謡「赤とんぼ」の作詞者“三木露風（みきろふう）”の誕生の地であることから、

昭和５９年（１９８４）に龍野市（現たつの市）を「童謡の里」と名付けております。 

三木露風（みきろふう）の生家。 

やはり白壁の舘でした。 

提供： たつの市立龍野歴史文化資料館写真 by google 

 

提供： たつの市立龍野歴史文化資料館写真 by google 
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龍野城で記念撮影。 

幕末のたつの市街は、丸亀藩や姫路藩等々多

数の領主に分かれた複雑な地域と言われて

いたようですが、それぞれの領主は新しい生

き残りをかけて戦い抜き、そして、最後の殿

様となったのは脇坂安斐（やすあや）で大政

奉還後は、室津港の警護を経て、龍野藩知事

に明治政府から任じられたとのことです。 

 

 

 

 

 

提供：たつの市立龍野歴史資料館の配布資

料より 
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